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証券コード：6841
投資家の皆様に当社の情報を迅速にお届けするために、横河電機IR情報メールを配信
しております。ご登録は当社ウェブサイト[ 株主・投資家情報 ]にて承っております。

配当金に関するお知らせにつきましては、当社ウェブサイトにてご案内して
おります。   [ 株主・投資家情報 ]→（株式情報）→（株式配当・株主優待）

横河電機ウェブサイト

横河電機  株主・投資家情報（IR）
https://www.yokogawa.co.jp/about/ir/

https://www.yokogawa.co.jp/

横河電機
ウェブサイト



今般の新型コロナウイルス感染症（COVID-19）により
亡くなられた方々およびご遺族の皆様に謹んでお悔み申し
上げますとともに、罹患された方々に心よりお見舞い申し
上げます。また、医療関係者をはじめ、感染拡大防止に日々
ご尽力されている方々に深く感謝いたします。

株主の皆様には、日頃よりご支援いただき厚くお礼申し
上げます。ここに当中間期（第2四半期連結累計期間）の経
営状況についてご報告いたします。

当中間期は、COVID-19感染拡大に伴う、移動制限など
による世界経済の停滞の影響を受け、事業環境が大きく悪
化しました。さらに為替変動による影響もあったことか
ら、当社グループの業績は売上高、営業利益、経常利益とも
前年同期と比べ減少しました。一方、親会社株主に帰属す
る四半期純利益はほぼ前年並みでした。

2020年度は中期経営計画「Transformation 2020」の
最終年度であり、3年間の集大成となる大変重要な年です
が、事業を取り巻く環境は急激に、かつ著しく変化してい
ます。COVID-19の世界的なまん延は、企業活動のみなら
ず、世界経済、人類社会にかつてない深刻な打撃を与えて

2019年度（中間期） 2020年度（中間期）

1,914億円 1,744億円売上高
2019年度（中間期） 2020年度（中間期）

2,098億円 1,690億円受注高

◎‌�COVID-19感染拡大や為替の影響により減収
◎‌�主に減収により減益

2019年度（中間期） 2020年度（中間期）

169億円 153億円
営業
利益

2019年度（中間期） 2020年度（中間期）

170億円 163億円
経常
利益

2019年度（中間期） 2020年度（中間期）

99億円 98億円
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四半期
純利益
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2020年度第2四半期決算の
ポイントと結果のご報告

2020年度の業績予想事業別ハイライト

COVID-19の事業への影響はいまだ不透明ですが、上期実績を
踏まえ、今後一定の回復を見込む前提で予想を修正しました。

TOPICS

2019年度（中間期） 2020年度（中間期）

受注高 128億円 122億円

売上高 117億円 121億円

営業利益 6億円 4億円

2019年度（中間期） 2020年度（中間期）

受注高 1,935億円 1,530億円

売上高 1,754億円 1,600億円

営業利益 163億円 158億円

2019年度（中間期） 2020年度（中間期）

受注高 35億円 38億円

売上高 43億円 23億円

営業利益 △1億円 △9億円

航機その他事業

計測事業

制御事業

COVID-19治療薬の早期開発に向け、世界中の研究機関が努力を続けて
います。
YOKOGAWAの共焦点スキャナ技術を利用した共焦点定量イメージサイ
トメーター CQ1は、米ミシガン大学、英ブリストル大学、独ベルリンのシャ
リテ医科大学、フィンランド・ヘルシンキ大学などで、既存薬を他の疾患の
治療に転用するドラッグリポジショニングや、新型コロナウイルスに感染し
た細胞の研究に使用されています。臨床試験で既に安全性や副作用など
が確認されている既存薬をCOVID-19の治療に活用することによる開発

期間の短縮や、感染プロセス
を詳細に解析することによる、
新薬開発へ展開可能な物質
の発見が期待されています。

当社グループの持続的成長や中
長期的な企業価値向上に向けた
取り組み、事業を通じて持続可能
な社会の実現に貢献する姿勢な
ど、YOKOGAWAに対する皆様
のより深い理解が得られる内容
に編集しています。（10月発行）

ニッチ分野において、適切なマーケティング、独自性の高い製
品・サービス開発、厳格な品質管理などにより差別化を行い、
グローバル市場でトップの地位を築いている企業として経済
産業省から選定され、認定を受けました。（7月1日）

COVID-19治療薬の開発を支援
［ 最新版を公開 ］ YOKOGAWAレポート2020/
YOKOGAWAサステナビリティレポート2020

経済産業省認定 「2020年版グローバルニッチ
トップ（GNT）企業100選」に選定

CQ1を利用した新型コロナウイルス感染細胞
の形態プロファイリング
画像提供：‌�Michigan Institute for Clinical 

& Health Research

ウェブサイトで
公開中

おり、いまだ収束の見通しが立たない状況です。当社は、こ
うした逆境ともいえる事業環境下においても、次の成長に
向けた力を失わない、強じんさを持つ会社を目指していま
す。そのために必要なことは、成長戦略を実行していくこ
とです。お客様や世の中の動向を踏まえ、また、COVID-19
収束後の社会を見据えながらグループ全体の戦略を確認
し、優先順位を明確にしてアクションプランを迅速に実行
していくことで、当社グループの成長と事業を通じた持続
可能な社会の実現に取り組んでいきます。

株主の皆様のご期待に沿えるよう、事業の一層の拡大と
企業価値の向上に努めてまいりますので、引き続きご支援
くださいますようお願い申し上げます。

� 2020年12月

（単位：億円、億円未満四捨五入）

2019年度
実績

2020年度
前回予想(8/12)

2020年度
今回予想 前年度比

受注高 4,187 3,500~3,800 3,600 △587

売上高 4,044 3,600~3,900 3,750 △294

営業利益 356 230~300 300 △56

経常利益 363 230~300 300 △63

親会社株主に帰属
する当期純利益 147 140~190 190 +43

為替
レート 対米ドル 108.96円 105.00円 105.00円 △3.96円



本報告書に掲載されている当社および当社グループの計画、見通し、戦略、判断などのうち、過去の事実でないものは、将来の業績に関する見通しであり、現時点で入手可能な情報から得られた経営者の判断によるものです。
実際の業績は、経済情勢や為替相場などさまざまな要因によって、これらの見通しと異なる可能性があることをご承知おきください。

単元未満株式（100株未満の当社株式）は、そのままでは市場で売却することはできませんが、
当社が市場価格で買い取ること【買取】や、100株になるよう不足分を当社が市場価格で株主
様に売却して単元株式に整理すること【買増】ができます。お手続き方法やご不明な点につき
ましては、お取引の証券会社またはみずほ信託銀行株式会社（上記）にお問い合わせください。
なお、お手続きにあたり当社が手数料をいただくことはありません。

【お知らせ】 単元未満株式をお持ちの株主様へ■金融機関
■外国株主
■個人株主
■その他法人
■証券会社
■自己株式

139,043,340株
90,384,861株
23,585,790株
9,633,001株
4,286,417株
1,691,101株

（
（
（
（
（
（

51.76%)
33.65%)
8.78%)
3.59%)
1.60%)
0.63%)

所有者別株式分布状況

株式数
268,624千株

会社概要・株式の状況 (2020年9月30日現在)

商号 横河電機株式会社 資本金 43,401,056,425円
創立 大正4年（1915年）　  9月1日

従業員数 18,001名（連結）
2,550名（個別）設立 大正9年（1920年）　12月1日

本社 〒180-8750 東京都武蔵野市中町2-9-32
発行可能株式総数� 600,000,000 株
発行済株式の総数� 268,624,510 株
株主数� 15,954 名
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財務・IR部 
〒180-8750 東京都武蔵野市中町2-9-32

【株主様専用電話】0422-52-5824  （平日 9:00〜17:00） 
【メールアドレス】Yokogawa_Electric_IR6841@cs.jp.yokogawa.com

当社では新型コロナウイルス感染拡大防止のため、当面の間、出社可能な人数を制限しております。この間、お電話がつながり
にくくなりますので、ご連絡いただく際は本誌表面に記載の当社IRウェブサイト内の[IRに関するお問い合わせ]、もしくは
メールをご活用くださいますようお願い申し上げます。

事業年度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
定時株主総会 6月

基準日
定時株主総会および期末配当金 3月31日
中間配当金 9月30日　
その他、必要がある場合は、あらかじめ公告します。

単元株式数 100株
上場証券取引所 東京証券取引所　市場第一部
株主名簿管理人および
特別口座の管理機関

〒103-8670　
東京都中央区八重洲1-2-1　みずほ信託銀行株式会社

お取扱窓口

証券会社等に口座をお持ちの場合、住所変更や買取請求等株主様の各種
お手続きは、原則として口座を開設されている証券会社等経由で行って
いただくこととなりますので、ご利用の証券会社等へご連絡をお願い
いたします。
証券会社等に口座をお持ちでない場合（特別口座の場合）、下記のお取扱店
にてお取次いたします（みずほ証券で単元未満株式の買増請求手続きを
される場合は、事前にみずほ信託銀行が指定する口座に送金していただく
必要があります）。
なお、支払明細の発行に関するお手続きにつきましては、みずほ信託銀行
の下記連絡先にお問い合わせください。

お問い合わせ先
〒168-8507 東京都杉並区和泉2-8-4　
みずほ信託銀行株式会社　証券代行部
フリーダイヤル 0120-288-324（土・日・祝日を除く 9:00〜17:00）

お取扱店

みずほ証券株式会社
本店および全国各支店、プラネットブース（みずほ銀行内の店舗）
みずほ信託銀行株式会社
本店および全国各支店
※トラストラウンジではお取り扱いできませんのでご了承ください。

未払配当金の
お支払

みずほ信託銀行株式会社
本店および全国各支店
株式会社みずほ銀行
本店および全国各支店（みずほ証券ではお取次のみとなります）

公告方法
電子公告
ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子公告をすることがで
きない場合は、日本経済新聞に掲載して公告します。

株主メモ
当社は、株主の皆様に対する利益還元は経営の最重要施策の一つと

認識し、利益成長を通じて安定的・継続的な増配を目指します。具体的
には、業績および中長期的な株主価値の最大化に向けた投資資金の確
保、成長投資を支える財務基盤の維持を総合的に勘案しながら、連結
配当性向30%を上回る配当水準の確保に努めます。また、一時的な要
因で業績が悪化した場合においても、株主資本配当率を踏まえた安定
的な配当の維持を図ります。この方針に基づき、2020年度の配当金は
以下を予定しています。

中  間 期  末（予想） 年  間（予想）
2020年度

配当金
普通配当
17円00銭

普通配当
17円00銭

普通配当
34円00銭

利益配分の基本方針および配当金について

■ 中間　■ 期末　● 配当性向

37.4%
25.9%

25.00
30.00 32.00

201820172016（年度）

12.50

12.50

15.00

15.00

17.00

15.00

61.8%

34.00

2019

17.00

17.00

47.8%

34.00

2020（予想）

17.00
（予想）

17.00

1株当たり配当金の推移 （円.銭）

30.0%




